
【表紙】
  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年２月８日

【四半期会計期間】 第48期第３四半期(自 平成24年10月１日  至 平成24年12月31日)

【会社名】 日比谷総合設備株式会社

【英訳名】 Hibiya Engineering, Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  野 村 春 紀

【本店の所在の場所】 東京都港区芝浦四丁目２番８号

【電話番号】 (03)6803-5960(代表)

【事務連絡者氏名】 財務部長  阿 部   宏

【最寄りの連絡場所】 東京都港区芝浦四丁目２番８号

【電話番号】 (03)6803-5960(代表)

【事務連絡者氏名】 財務部長  阿 部   宏

【縦覧に供する場所】 日比谷総合設備株式会社  大阪支店

　 （大阪市中央区博労町二丁目１番13号）

　 日比谷総合設備株式会社  名古屋支店

　 （名古屋市東区東桜一丁目１番10号）

　 日比谷総合設備株式会社  横浜支店

　 （横浜市中区山下町74番地１）

　 株式会社東京証券取引所

　 （東京都中央区日本橋兜町２番１号）

  

EDINET提出書類

日比谷総合設備株式会社(E00168)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等
  

回次
第47期
第３四半期
連結累計期間

第48期
第３四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 （百万円） 37,504 42,095 60,919

経常利益 （百万円） 549 219 2,873

四半期（当期）純利益 （百万円） 69 125 1,657

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △405 685 1,937

純資産額 （百万円） 51,152 52,385 53,368

総資産額 （百万円） 66,590 67,688 76,442

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 2.18 4.03 52.15

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 2.18 4.01 51.97

自己資本比率 （％） 74.4 75.0 67.6

  

回次
第47期
第３四半期
連結会計期間

第48期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失(△)
（円） 8.50 △3.52

（注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

  

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】
１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

  

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要等により緩やかな回

復の動きが見られましたが、欧州債務危機問題等による世界経済の減速や長引く雇用・所得環境の悪

化等により、景気は依然として先行き不透明な状況で推移しております。

建設業界におきましては、公共投資や民間建設投資が震災復旧等により、持ち直しの動きが見られた

ものの、個人消費の低迷や価格競争の激化により引き続き厳しい経営環境で推移いたしました。

このような状況のもとで当社グループは、当社グループの強みを活かした営業活動に注力し、受注の

拡大に取り組んでまいりました結果、受注工事高につきましては、494億32百万円（前第３四半期連結

累計期間比17.8％増）となりました。

売上高につきましては、420億95百万円（前第３四半期連結累計期間比12.2％増）となりました。

利益につきましては、原価低減の継続実施等を行ったものの、営業損失は71百万円（前第３四半期連

結累計期間 営業損失2億11百万円）、経常利益は2億19百万円（前第３四半期連結累計期間比60.1％

減）となりました。また、四半期純利益は1億25百万円（前第３四半期連結累計期間比80.3％増）とな

りました。

なお、セグメントの業績は次のとおりです。

①設備工事事業

売上高は370億74百万円（前第３四半期連結累計期間比15.9％増）、営業損失は2億65百万円（前

第３四半期連結累計期間 営業損失5億23百万円）となりました。

②設備機器販売事業

売上高は31億35百万円（前第３四半期連結累計期間比8.6％減）、営業利益は1億39百万円（前第

３四半期連結累計期間比25.2％増）となりました。

③設備機器製造事業

売上高は18億84百万円（前第３四半期連結累計期間比9.7％減）、営業利益は51百万円（前第３四

半期連結累計期間比73.6％減）となりました。

  

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありま

せん。

  

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は110百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間における研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】
１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】
  

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,500,000

計 96,500,000

  

②【発行済株式】
  

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,000,309 34,000,309
東京証券取引所

(市場第一部)

単元株式数は

100株であります。

計 34,000,309 34,000,309－ －

  

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

  

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
  

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年10月１日

～平成24年12月31日
－ 34,000 － 5,753 － 5,931

  

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主

名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式     2,872,600

－ －

(相互保有株式)
普通株式       392,600

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式    30,685,600    306,856 －

単元未満株式 普通株式        49,509 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 34,000,309 － －

総株主の議決権 － 306,856 －

（注）１  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義

の株式がそれぞれ2,000株(議決権20個)及び20株含まれております。

２  「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が7株含まれております。

  

②【自己株式等】

　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　                 

日比谷総合設備株式会社 東京都港区芝浦４－２－８ 2,872,600 － 2,872,600 8.45

（相互保有株式） 　                 

日本メックス株式会社 東京都中央区入船３－６－３ 392,600 － 392,600 1.15

計 － 3,265,200 － 3,265,200 9.60

  

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
  

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準

じて記載しております。

  

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10

月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12

月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,774 5,096

受取手形・完成工事未収入金等 ※
 25,388

※
 17,153

有価証券 5,697 8,596

未成工事支出金等 1,146 1,277

その他 1,454 1,151

貸倒引当金 △26 △24

流動資産合計 42,434 33,252

固定資産

有形固定資産 618 560

無形固定資産 544 401

投資その他の資産

投資有価証券 27,521 28,564

その他 5,407 4,969

貸倒引当金 △84 △58

投資その他の資産合計 32,844 33,474

固定資産合計 34,007 34,436

資産合計 76,442 67,688
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※
 18,493

※
 11,739

短期借入金 780 780

未払法人税等 623 78

未成工事受入金 129 298

賞与引当金 870 381

完成工事補償引当金 44 48

工事損失引当金 605 395

その他 1,015 1,076

流動負債合計 22,561 14,798

固定負債

退職給付引当金 390 372

役員退職慰労引当金 38 41

その他 84 90

固定負債合計 512 504

負債合計 23,073 15,302

純資産の部

株主資本

資本金 5,753 5,753

資本剰余金 5,931 5,931

利益剰余金 40,634 39,814

自己株式 △1,872 △2,477

株主資本合計 50,446 49,022

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,249 1,748

その他の包括利益累計額合計 1,249 1,748

新株予約権 76 97

少数株主持分 1,596 1,516

純資産合計 53,368 52,385

負債純資産合計 76,442 67,688
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 37,504 42,095

売上原価 32,767 37,222

売上総利益 4,736 4,873

販売費及び一般管理費 4,947 4,944

営業損失（△） △211 △71

営業外収益

受取利息 92 77

受取配当金 207 117

持分法による投資利益 318 －

保険解約返戻金 － 59

その他 154 132

営業外収益合計 774 387

営業外費用

支払利息 8 9

持分法による投資損失 － 78

その他 4 8

営業外費用合計 13 96

経常利益 549 219

特別利益

投資有価証券売却益 24 －

投資有価証券償還益 181 －

負ののれん発生益 － 129

特別利益合計 205 129

特別損失

投資有価証券評価損 262 3

ゴルフ会員権評価損 0 0

特別損失合計 263 4

税金等調整前四半期純利益 492 344

法人税、住民税及び事業税 93 72

法人税等調整額 254 100

法人税等合計 348 173

少数株主損益調整前四半期純利益 143 171

少数株主利益 74 45

四半期純利益 69 125

EDINET提出書類

日比谷総合設備株式会社(E00168)

四半期報告書

 9/17



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 143 171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △485 481

持分法適用会社に対する持分相当額 △63 32

その他の包括利益合計 △548 514

四半期包括利益 △405 685

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △477 625

少数株主に係る四半期包括利益 72 60
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

  当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しておりま

す。

  これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしてお

ります。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 57百万円

299

76百万円

支払手形 367

  

  

（四半期連結損益計算書関係）

業績の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）及び当第３四半期

連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に集中しているため、

第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計

期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

  

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 185百万円 195百万円

のれんの償却額 25 25
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 774 24.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月11日

取締役会
普通株式 478 15.00平成23年９月30日平成23年12月９日利益剰余金

  

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期

連結会計期間末後となるもの

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 474 15.00平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 466 15.00平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金

  

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期

連結会計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 設備工事事業
設備機器
販売事業

設備機器
製造事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 31,984 3,432 2,087 37,504 － 37,504

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2 2,083 323 2,409 △2,409 －

計 31,986 5,516 2,410 39,913△2,409 37,504

セグメント利益又は

損失（△）
△523 111 195 △216 4 △211

（注）１  セグメント利益又は損失の調整額4百万円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 設備工事事業
設備機器
販売事業

設備機器
製造事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 37,074 3,135 1,884 42,095 － 42,095

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 2,951 290 3,244 △3,244 －

計 37,076 6,087 2,175 45,339△3,244 42,095

セグメント利益又は

損失（△）
△265 139 51 △74 2 △71

（注）１  セグメント利益又は損失の調整額2百万円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 2.18円     4.03円

（算定上の基礎）   

四半期純利益（百万円） 69 125

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 69 125

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,860 31,168

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 2.18円 4.01円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 105 133

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があっ

たものの概要

－ －

 

 

２【その他】

第48期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年11月９日開

催の取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のと

おり中間配当を行うことを決議いたしました。

(1）配当金の総額 ４億66百万円 　

(2）１株当たりの金額 15円00銭 　

(3）支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月10日 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  

該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
  

平成25年２月８日

日比谷総合設備株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

  

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐  藤    孝  夫    印

  

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野  島        透    印

  

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川  﨑    仁  志    印

  
  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

日比谷総合設備株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４

月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。
  
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
  
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日比谷総合設備株式会社及び連結子

会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
  
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
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（注）１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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